
款 項 目

9 5 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 9,805 0 0 3,880 5,925 60%

 - - - - - - 

83%

 - - - - - - - 

するすみふれあい広場管理 1,777 0 0 310 1,467

7%

社会教育団体補助 1,665 0 0 0 1,665 100%

文化振興 3,839 0 0 3,570 269

100%

社会教育委員 432 0 0 0 432 100%

社会教育総務事務 2,092 0 0 0 2,092

事業内容

●全体計画
・市民が主体となり社会教育活動を積極的に展開してもらうため、社会教育団体の育成のための補助
事業や社会教育事業推進のための支援を行う。
●主な事業内容
・社会教育指導員の設置
・社会教育委員の委嘱(社会教育法第15条、犬山市社会教育委員設置条例第1条)
・中学校への吹奏楽部部活動指導員派遣事業の実施
・市民展の開催
・社会教育団体及び文化事業への補助
・文化芸術活動全国大会等出場者への賞賜金の支給
・するすみふれあい広場の管理運営
●主な予算内訳
・社会教育指導員報酬　　　　　　　　1,956千円
・社会教育委員報酬　　　　　　　　　　353千円
・中学校吹奏楽部部活動指導者謝礼　　1,820千円
・市民展開催委託料　　　　　　　　　1,350千円
・社会教育団体補助(８団体)　　　　　1,665千円
・文化の薫り高いまちづくり事業補助金　250千円
・するすみふれあい広場管理委託料　　　956千円

事業の
目標・計画

●事業の目標
・社会教育団体及び文化事業に対し適正に補助金を交付する。
・中学校への吹奏楽部部活動指導員を有効に活用するため、派遣制度の見直しを行う。
・多くの市民が参加できるよう、市民展の在り方を検討する。
・文化芸術活動の振興を図るため、文化芸術活動全国大会等出場者賞賜金制度を新設する。
●平成３０年度の計画
・社会教育指導員の設置
・社会教育委員の委嘱
・市内４中学校への吹奏楽部部活動指導員派遣事業の実施
・市民展の開催
・社会教育団体(８団体)への補助
・文化の薫り高いまちづくり事業(５事業)への補助
・文化芸術活動全国大会等出場者への賞賜金の支給
・するすみふれあい広場の管理運営

財源内訳

国県支出金

予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

社会教育総務費 182

施策事業名 社会教育一般

事業目的 社会教育活動の推進に資する事業及び社会教育団体の育成のための補助事業を行う。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課



款 項 目

9 5 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

施策事業名 生涯学習

事業目的
市民が幅広い教養や知識を身につけることを目的に、生涯学習機会の提供、生涯学習活動の支援を行
う。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

社会教育総務費 182

0 0 2,800 1,902

事業内容

●全体計画
・市民ニーズに合った魅力ある生涯学習事業を展開するとともに、生涯学習情報の提供を行う。

●主な事業内容
・市民総合大学の開催
・子ども大学の開催
・ロボット塾の開催
・生涯学習出前講座の実施
・市民講師登録制度の活用
・生涯学習情報サイトの運営

●主な予算内訳
・市民総合大学講師謝礼　　　　　1,518千円
・市民総合大学開催委託料　　　　2,033千円
・子ども大学開催委託料　　　　　6,649千円　 (対象事業費の2/3補助)
・ロボット塾開催委託料　　　　　　240千円   (対象事業費の2/3補助)
・犬山市生涯学習情報サイト委託料　238千円

事業の
目標・計画

●事業の目標
・魅力ある生涯学習事業を実施することで、各種生涯学習事業の参加者数を増加させる。
・市内で実施される生涯学習情報を発信することで、市民に広く生涯学習事業に参加する機会を提供
する。

●平成３０年度の計画
・市民総合大学の開催
　(延べ４０講座、一般教養学部、歴史文化学部、文学部、環境学部、スポーツ学部、健康学部の６
学部、名古屋経済大学オープンカレッジ、著名人による入学式、公開講座、卒業式を実施)
・子ども大学(延べ１８講座)の開催
　農学部の新設
・ロボット塾(2講座)の開催
・生涯学習情報サイトの運営

財源内訳

国県支出金

40%

生涯学習講座 7,174 3,600 0 1,489 2,085 29%

市民総合大学 4,702

- - 

 - - - - - - 

- - - - 

- 

 - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - 

 - - - - - - 

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 11,876 3,600 0 4,289 3,987 34%



款 項 目

9 5 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

施策事業名 青少年育成

事業目的
青少年の悩みごとに対する助言及び指導と、非行防止や環境浄化など青少年の健全育成を図る活動の
拠点として、犬山青少年センターを運営する。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

青少年育成費 185

0 0 0 369

事業内容

●全体計画
・青少年の健全育成及び困難を抱える子ども若者を支援するため、青少年センターを適正に運営す
る。

●主な事業内容
・青少年問題協議会委員の委嘱
　(地方青少年問題協議会法第3条、犬山市青少年問題協議会条例第2条)
・青少年センターの運営
・青少年健全育成団体への補助の実施

●主な予算内訳
・青少年問題協議会委員報酬　　　 　　　 　353千円
・青少年センター相談員報酬(2人) 　　　　3,792千円
・適応指導教室へのICTキャリア教育事業　　 260千円 (対象事業費の2/3補助)
・青少年団体補助(3団体)　         　　　　688千円

事業の
目標・計画

●事業の目標
・困難を抱える子ども若者を支援するため、青少年センターにおける相談業務を実施する。
・青少年問題協議会を開催し、青少年の支援を繋ぐ活動を展開する。
・青少年の健全育成を推進するため、青少年健全育成市民会議を中心におあしす運動(あいさつ運動)
を行う。
●平成３０年度の計画
・青少年センターにおける相談業務の実施
・青少年問題協議会委員１１名の委嘱
・青少年問題協議会(６回)の開催
・不登校の子供たちを対象とした「ICTを活用したキャリア教育事業」の実施
・青少年健全育成研修会(３回)の実施
・青少年の健全育成に資する団体(3団体)の補助
・新成人のつどい開催の支援

財源内訳

国県支出金

100%

青少年センター運営 4,362 263 0 0 4,099 94%

青少年問題協議会委員 369

- - 

青少年団体補助 688 0 0 0 688

- - - - 

100%

 - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - 

 - - - - - - 

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 5,419 263 0 0 5,156 95%



款 項 目

9 5 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

施策事業名 南部公民館運営管理

事業目的 南部公民館を生涯学習の場として有効に活用することにより、市民の教育向上及び健康増進を図る

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

公民館費 185

0 0 0 72

事業内容

●全体計画
・市民、団体の自主的な生涯学習活動及びサークル活動の拠点施設として貸館業務を行う。また中央
公民館としての役割を果たす南部公民館の管理･運営を行う。また、利用者の利便性のため、和式ト
イレの洋式化を進めていく。

●主な事業内容
・公民館講座を開催するとともに、講座修了生によるクラブ活動を支援する。
・市民の文化芸術活動の発表の場を提供する市民ギャラリーの開催。
・ワイヤレスシステム更新工事
・トイレ改修工事

●主な予算内訳
・公民館講座講師謝礼　　　　　　　　1,296千円
・舞台関係統合管理業務委託料　　　　8,504千円
・舞台照明設備借上料　　　　　　　 13,780千円
・講堂ワイヤレスシステム更新工事　　1,867千円
・トイレ改修工事請負費　　　　　　　2,841千円

事業の
目標・計画

●事業の目標
・魅力のある講座を開講し、市民の教養向上、健康増進を図るとともに、施設の稼働率を高める。
・計画的な営繕を実施し、施設の長寿命化を図る。

●平成３０年度の計画
・公民館講座の開催
　前期、後期講座の開催（のべ２０講座)
　気軽に参加できる１ＤＡＹ講座の開催（のべ２０講座）
・南部公民館トイレの洋式化
　南部公民館にあるトイレ２３器のうち洋式化されているのは５器のみである。
　利用者の利便性を向上させるため、今年度は利用頻度の高い場所に設置されている４器の洋式化を
実施する。
・講堂ワイヤレスシステムの更新
　「電源が入らない」、「ノイズが入る」などの不具合が生じているため、更新を行う。

財源内訳

国県支出金

100%

南部公民館管理 39,185 0 0 6,503 32,682 83%

公民館審議会委員 72

5,538 100%

南部公民館講座 1,315 0 0 1,020 295

- - - - 

22%

南部公民館営繕 5,538 0 0 0

- 

 - - - - - - - 

 - - 

 - - - - - - 

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 46,110 0 0 7,523 38,587 84%



款 項 目

9 5 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

施策事業名 小規模公民館

事業目的 小規模公民館を生涯学習と場として有効に活用することにより、市民の教養向上、健康増進を図る。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

公民館費 185

0 0 304 7,673

事業内容

●全体計画
・生涯学習活動の場を市民に提供するため、小規模公民館(塔野地公民館、犬山西公民館、善師野公
民館)を、適正に管理運営する。
●主な事業内容
・施設の貸館業務
・施設の営繕修繕
・施設管理に必要な各種委託
・借地手続き
●主な予算内訳
・公民館管理業務委託　4,421千円
・光熱水費　　　　　　1,335千円
・修繕料　　　　　　　　623千円

事業の
目標・計画

●事業の目標
・市民の生涯学習活動に資する施設としての小規模公民館を、設置条例及び施行規則に基づき適正に
管理運営を行う。
・管理人と月１回打ち合わせを行い、情報を共有することで、各施設の運営方法及び利用者へのサー
ビスを統一する。
・施設を良好な状態に保つためにファシリティーマネージメントの視点を取り入れながら、適正な修
繕工事を行う。

●平成３０年度の計画
・修繕（善師野公民館：非常照明取替、集会室カーテン）

財源内訳

国県支出金

96%

 - - - - - - - 

小規模公民館施設管理運営 7,977

- - 

 - - - - - - 

- - - - 

- 

 - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - 

 - - - - - - 

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 7,977 0 0 304 7,673 96%



款 項 目

9 5 4

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 23,781 0 0 5 23,776 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

学習等供用施設管理 23,781 0 0 5 23,776

事業内容

●全体計画
・生涯学習の場を市民に提供するため、市内６カ所の学習等供用施設(犬山南学習等供用施設、城東
学習等供用施設、羽黒学習等供用施設、楽田学習等供用施設、上野学習等供用施設、丸山学習等供用
施設)の施設管理を適正に行う。
●主な事業内容
・施設の貸館業務
・施設の営繕修繕
・施設管理に必要な各種委託
●主な予算内訳
・施設管理業務委託料　14,369千円
・光熱水費           　4,990千円
・修繕料　             1,028千円

事業の
目標・計画

●事業の目標
・市民の生涯学習活動に資する学習等供用施設を、設置条例及び施行規則に基づき適正に管理運営す
る。
・管理人と月１回打ち合わせを行い、情報を共有することで、各施設の運営方法、利用者へのサービ
スを統一する。
・施設を良好な状態に保つためにファシリティーマネージメントの視点を取り入れながら、適正な修
繕工事を行う。

●平成３０年度の計画
・施設の貸館業務
・営繕修繕の実施
　（犬山南学供：防草整備／上野学供：休養室畳表替え／城東学供：玄関タイル補修）

財源内訳

国県支出金

予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

学習等供用施設費 187

施策事業名 学習等供用施設

事業目的
6つの学習等供用施設を生涯学習の場として有効に活用することにより、市民の教養向上、健康増進
を図る。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課



款 項 目

9 5 5

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

施策事業名 図書館本館

事業目的 市民に愛される図書館となるため、図書館の適正な管理運営を行う。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

図書館費 188

0 0 0 130

事業内容

●全体計画
・地域の情報発信の拠点として、その地域の住民に役立つ課題解決の支援、行政情報の発信、地域づ
くりの拠点など、知識と情報の仲介者として、人と人とをつなぐ潤いのあるオアシスになれるよう図
書館サービスを展開する。

●主な事業内容
・図書館協議会、子ども読書推進計画策定審議会の設置運営
・図書館本館の適切な運営と維持管理
・図書運搬用の公用車1台(タウンエース)の管理
・図書館業務システムの運用・維持管理
・図書購入による資料の充実
・子どもから大人まで市民の読書活動の推進を図る。
・消防設備工事、雨漏り対策工事を実施し安全で快適な環境を維持

●主な予算内訳
・協議会、審議会委員報酬　　  130千円
・事業用図書購入　　　　 　12,100千円
・排煙高窓会計装置補修、雨漏補修工事等営繕工事　3,451千円

事業の
目標・計画

●事業の目標
・市民の課題解決、人と人との交流の創出、読書推進による新たな知識との出会いの演出等、潤いの
ある文化的生活を送るための図書館となるよう適切な管理運営を行う。

●平成３０年度の計画
・読書推進のための講座、講演会、セミナー等の開催
・公用車1台(タウンエース)の維持管理と図書館業務システムの運用
・図書購入による資料の充実
・消防設備工事、雨漏り対策工事により安全で快適な環境を維持

財源内訳

国県支出金

100%

図書館本館管理 26,671 0 0 164 26,507 99%

図書館協議会委員 130

5,919 100%

公用車管理 160 0 0 0 160

0 0 0 15,679

100%

図書館システム運用管理 5,919 0 0 0

100%

図書館営繕 3,451 0 0 0 3,451 100%

図書館図書購入 15,679

 - - - - - - 

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 52,010 0 0 164 51,846 100%



款 項 目

9 5 5

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 562 0 0 0 562 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

楽田ふれあい図書館 562 0 0 0 562

事業内容

●全体計画
・毎週土曜日、日曜日の午後0時30分から午後4時30分まで開館し図書館サービスを提供する。

●主な事業内容
・図書購入により資料を充実する。
・図書館を適正に運営する。

●主な予算内訳
・電話等の通信運搬費　120千円
・事業用図書購入費　　300千円

事業の
目標・計画

●事業の目標
・楽田ふれあい図書館の管理及び運営を適切に行い読書の推進を図る。

●平成３０年度の計画
・毎週土曜日、日曜日の午後0時30分から午後4時30分まで開館し図書館資料の貸出等を行う。
・図書購入により資料を充実し施設を適切に運営する。

財源内訳

国県支出金

予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

図書館費 188

施策事業名 楽田ふれあい図書館

事業目的 楽田ふれあい図書館の管理及び運営を適切に行い読書の推進を図る。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課



款 項 目

9 5 5

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 202 0 0 0 202 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

教育振興（基金） 202 0 0 0 202

事業内容

●全体計画
・教育振興事業基金を管理及び運用し図書館図書を購入する。

●主な事業内容
・計画的な図書館図書の購入
・基金運用

●主の予算内訳
・事業用図書購入費　　　　　200千円
・教育振興事業基金利子積立　　2千円

事業の
目標・計画

●事業の目標
・教育振興事業基金を適切に管理及び運用し図書館図書の購入を行なう。

●平成３０年度の計画
・基金より計画的に教育振興に寄与する図書を購入する。
・基金を適切に運用し利子収入を積み立てる。

財源内訳

国県支出金 地方債 その他 一般財源
予算額

図書館費 188

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名

施策事業名 教育振興（基金）

事業目的 教育振興事業基金を運用し図書館図書の購入を行なう。



款 項 目

9 5 6

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 13,950 0 0 25 13,925 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

勤労青少年ホーム営繕 2,736 0 0 0 2,736 100%

勤労青少年ホーム管理 11,214 0 0 25 11,189

事業内容

●全体計画
犬山市勤労青少年ホームの貸館業務及び維持管理を適正に行い、市民の自主的な生涯学習の場として
有効に活用されるよう施設運営を行う。

●主な事業内容
・施設の貸館業務
・施設の修繕
・施設に必要な各種委託
・施設の営繕工事

●主な予算内訳（H30）
・施設管理業務委託料　　　8,420千円
・光熱水費　　　　　　　　1,145千円
・屋外非常階段塗替工事　　　875千円
・屋内軽運動場床貼替工事　1,861千円

事業の
目標・計画

●事業の目標
・市民の生涯学習の場となるよう、設置条例及び施行規則に基づき適正に管理運営する。
・市民が安心、安全に施設を利用できるよう、ファシリティマネージメントの視点を取り入れなが
ら、適正な修繕工事を行う。
・山の田公園野球場及びテニス場、体育センター及び弓道場といったスポーツ施設との連携が図れる
管理体制とすることで、利用者へのサービス向上を図る。

●平成３０年度の計画
・施設の貸館業務
・非常階段の塗替工事
・屋内軽運動場床貼替工事
・施設の修繕及び営繕工事

財源内訳

国県支出金

予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

勤労青少年ホーム費 191

施策事業名 勤労青少年ホーム

事業目的
勤労青少年ホームを生涯学習の場として有効に活用することにより、市民の教養向上、健康増進を図
る。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課



款 項 目

9 5 7

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

施策事業名 市民文化会館運営管理

事業目的 芸術文化の拠点施設として市民の文化の向上を図る

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

市民文化会館費 192

0 0 6,047 48,409

事業内容

●全体計画
・市民の舞台芸術鑑賞及び発表の場、文化活動の場として貸館業務を行う。
　また、施設を良好な状態に保つために維持管理を行う。

●主な事業内容
・文化協会や音楽文化協会と協力して、｢市民芸能祭」や「市民音楽祭」など市民、文化団体が発表
する場を提供するとともに、参加型の事業を展開する
・自主事業として、ファミリー向けの事業を開催する。
・市民に対し、芸術性や創造性に優れた事業を提供する団体に支援を行う共催事業の開催。
・屋上防水第五期改修工事

●主な予算内訳
・舞台関係統合管理委託料　　9,198千円
・自主事業委託料　　　　　　8,000千円
・舞台照明設備借上料　　　 28,658千円
・会場借上料              　2,007千円
・屋上防水第五期改修工事　　8,478千円

事業の
目標・計画

●事業の目標
・自主事業をはじめ、共催事業など魅力のある催しを展開することで、施設の稼働率を高める。
・計画的な営繕を実施し、施設の長寿命化を図る。

●平成３０年度の計画
・自主事業の実施
　犬山市民芸能祭や名作シネマ鑑賞会、子ども向け事業を行い、市民に発表と鑑賞の場を提供するこ
とで、文化の振興を図る。
・共催事業の募集
　市民に対し芸術性、創造性に優れた事業を提供する団体に対し支援を行うことで、犬山市における
芸術文化の発展・向上や芸術文化団体の育成を図る。
・屋上防水第五期改修工事
　防水シートの経年劣化による雨漏りなどのリスクを未然に防ぐため防水シートの張替工事を行う。

財源内訳

国県支出金

89%

市民文化会館利活用 11,090 0 0 5,287 5,803 52%

市民文化会館管理 54,456

- - 

市民文化会館営繕 9,723 0 0 0 9,723

- - - - 

100%

 - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - 

 - - - - - - 

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 75,269 0 0 11,334 63,935 85%



款 項 目

9 6 1

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 18,591 0 0 0 18,591 100%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

100%

 - - - - - - - 

スポーツ団体補助 14,320 0 0 0 14,320

100%

スポーツ推進委員 2,526 0 0 0 2,526 100%

保健体育総務事務 1,745 0 0 0 1,745

事業内容

●全体計画
・スポーツ分野の市民の活躍や取組みを一層推進させるための事務事業を実施する。
・スポーツ基本法第32条に規定のスポーツ推進委員を中心に、市民に対するスポーツの推進のための
事業やスポーツの指導及び助言などを行う。同時に、各委員に対するその職務を全うする上で必要と
なる意識喚起や、理解、能力の取得を支援する。
・市民のスポーツの普及のため、市民スポーツ活動を展開し、本市スポーツ振興の中核を担う市体育
協会の事業関連経費に対し補助金の交付を行う。
●主な事業内容
・犬山市スポーツ賞・全国大会等出場者激励費関連業務
・スポーツ推進委員関連業務
・体育協会補助業務
●主な予算内訳（H30）
・スポーツ推進委員報酬（21名分）　1,260千円
・体育協会補助金　14,320千円
・スポーツ競技全国大会出場者賜金　  650千円

事業の
目標・計画

●事業の目標
　世代を問わず気軽に参加できる軽スポーツの普及・啓発や、市内競技団体への活動助成、スポーツ
少年団活動、指導者やジュニア世代の育成、優秀な成績を残した市民（選手）を激励・顕彰制度の実
施など競技スポーツの振興も図り、市全体のスポーツ活動の活性化を図る。
●平成30年度の計画
・軽スポーツ講習会の開催
・犬山市スポーツ賞（授賞式）の開催
・全国大会等出場者激励費の交付
・指導者やジュニア世代アスリートの育成事業への協力（補助）

財源内訳

国県支出金

予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

保健体育総務費 201

施策事業名 保健体育総務事務

事業目的 市民の健康づくりを目的とし、スポーツ意識の高揚、スポーツの普及・振興を図る。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課



款 項 目

9 6 2

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

施策事業名 スポーツ振興

事業目的 市民の健康づくりを目的とし、スポーツ意識の高揚、スポーツの普及・振興を図る。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課

地方債 その他 一般財源
予算額

スポーツ振興費 203

0 0 546 15,171

事業内容

●全体計画
　様々な場面で市民が「スポーツに親しむ」、「体を動かす」機会を提供する。

●主な事業内容
・スポーツ施設以外も、市民にスポーツに親し場所として提供するため、学校体育施設開放、市民
プール代替事業（モンパプール利用の市民優待）の実施
・市内４中学校への部活動指導者の派遣
・市民が参加できる各種スポーツ大会（スポーツ少年少女フェスティバル、四市交歓体育大会、愛知
駅伝、ふれあい運動会、軽スポーツ大会、ウォーキング大会、市民大会、読売犬山ハーフマラソン）
の開催・協力
・いぬやまスポーツコミッションの事務局運営
・各種スポーツ関係組織への運営支援（補助金・負担金の交付）
・スポーツの普及・振興のため、スポーツ振興基金の積立

●主な予算内訳
・中学校部活動指導者謝礼　8,000千円
・読売犬山ハーフマラソン負担金　2,200千円
・いぬやまスポーツコミッションホームページ作成委託　1,000千円
・いぬやまスポーツコミッション負担金　320千円

事業の
目標・計画

●事業の目標
　多彩なスポーツ振興事業を開催し、市民のスポーツへの参加（実施・観戦・協力など）を促進す
る。

●平成３０年度の計画
　・新規方法によるマラソン大会の開催
　・いぬやまスポーツコミッションの事務局運営
　・部活動指導員の派遣
　・各種スポーツ大会の開催
　・スポーツ実施場所の提供

財源内訳

国県支出金

97%

スポーツ大会 6,482 0 0 801 5,681 88%

スポーツ振興 15,717

4,657 100%

マラソン大会 3,080 0 0 0 3,080

- - - - 

100%

スポーツ振興基金積立金 4,657 0 0 0

- 

 - - - - - - - 

 - - 

28,589 96%

 - - - - - - 

一般財源
の割合

事業名

予算書(P)目名

- 

合計 29,936 0 0 1,347



款 項 目

9 6 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

予算書(P)目名

- 

合計 70,843 0 0 65,347 5,496 8%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

57%

フィットネスフロイデ管理 61,229 0 0 61,229 0 0%

屋内体育施設管理 9,614 0 0 4,118 5,496

事業内容

●全体計画
　公共スポーツ施設として武道館、弓道場、体育センター、フィットネスフロイデをスポーツ活動・
生きがいづくり・健康づくりの場として提供する。

●主な事業内容
・施設の維持管理
・施設利用者の利用手続及び指導
・施設の営繕工事

●主な予算内訳
・屋内体育施設管理料　5,241千円
・フィットネスフロイデ管理業務委託料　48,600千円
・フィットネスフロイデトレーニングマシン借上料　3,616千円
・武道館剣道場床面改修工事　1,350千円

事業の
目標・計画

●事業の目標
　スポーツ活動を通じて利用者が安心・安全・快適に屋内体育施設が利用できるよう維持管理を実施
し、良好な環境を提供する。

●平成30年度の計画
・施設の維持管理
・施設利用者の利用手続及び指導
・施設営繕工事
　 武道館剣道場床改修工事　1,350千円

財源内訳

国県支出金 地方債 その他 一般財源
予算額

体育施設費 205

施策事業名 屋内体育施設

事業目的 屋内体育施設を有効に活用することにより、市民スポーツ活動の振興を図る。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課



款 項 目

9 6 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

施策事業名 屋外体育施設

事業目的 屋外体育施設を有効に活用することにより、市民スポーツ活動の振興を図る。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課
予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

体育施設費 205

0 0 6,071 37,811

事業内容

●全体計画
　公共スポーツ施設として木曽川犬山緑地（野球場・テニスコート・多目的グラウンド）、山の田公
園（野球場・テニスコート）、野外活動センター、内田多目的広場テニスコートをスポーツ活動・生
きがいづくり・健康づくりの場として提供する。

●主な事業内容
・施設の維持管理
・施設利用者の利用手続及び指導
・施設の営繕工事

●主な予算内訳
・木曽川犬山緑地維持管理業務委託　　12,042千円
・屋外体育施設管理委託　　　　　　　15,115千円
・山の田公園維持管理委託　　　　　 　4,958千円
・栗栖芝生広場等維持管理委託　　　 　1,734千円
・木曽川犬山緑地グラウンド改修工事　12,744千円

事業の
目標・計画

●事業の目標
　スポーツ活動を通じて利用者が安心・安全・快適に屋内体育施設が利用できるよう維持管理を実施
し、良好な環境を提供する。
●平成30年度の計画
・施設の維持管理
・施設利用者の利用手続及び指導
・施設営繕工事
　①木曽川犬山緑地グラウンド改修工事　　　   12,774千円
　②山の田公園テニスコートフェンス嵩上げ工事　  594千円

財源内訳

国県支出金

86%

体育施設営繕 14,688 0 0 0 14,688 100%

屋外体育施設管理運営 43,882

- - 

内田テニス場管理 492 0 0 130 362

- - - - 

74%

 - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - 

 - - - - - - 

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 59,062 0 0 6,201 52,861 90%



款 項 目

9 6 3

Ⅰ：事業概要

Ⅱ：個別事業内訳 （単位：千円）

一般財源
の割合

事業名

- 

合計 111,760 0 0 3,776 107,984 97%

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

- 

 - - - - - - - 

 - - - - - - 

97%

 - - - - - - - 

包括体育施設管理 111,760 0 0 3,776 107,984

事業内容

●全体計画
・指定管理者による羽黒中央公園（体育館・多目的スポーツ広場）の管理運営が適正に実施されるこ
とで、施設の活性化が図られ、市民のスポーツ活動、健康づくりの推進を図る。

●主な事業内容
・指定管理者による適正な施設の管理運営

●主な事業内訳(H30)
・羽黒中央公園指定管理料　111,640千円

事業の
目標・計画

●事業の目標
・指定管理者により、羽黒中央公園（体育館・多目的スポーツ広場）の管理を公平かつ適正に実施す
る。
・指定管理者により、魅力ある自主事業の展開や施設を提供することで、市民のスポーツ活動、健康
づくりの推進が図られ、施設の利用者数が増加する。
・月１回指定管理者との定例会を行うことで、課題等情報の共有化を図り、改善に向けた取り組みに
ついて協議する。

●平成３０年度の計画
・指定管理者による施設の適正な管理運営
・魅力ある自主事業の実施

財源内訳

国県支出金

予算書(P)目名

地方債 その他 一般財源
予算額

体育施設費 205

施策事業名 包括体育施設

事業目的
羽黒中央公園（体育館・多目的スポーツ広場）を適正に管理運営し、活用することで、市民のスポー
ツ活動・健康づくりの推進を図る。

平成３０年度予算説明書

予算 部局名 教育部

課　名 文化スポーツ課


